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 角度分解光電子分光による Ba(Fe1-xTMx)2As2 

(TM = Ni, Cu)のフェルミ面観測 
Fermi surfaces of Ba(Fe1-xTMx)2 (TM = Ni, Cu) observed by angle-resolved 

photoemission spectroscopy 
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  鉄系高温超伝導体の母物質 BaFe2As2の Feサイトを Ni、Cu (= TM)置換に

より電子ドープした Ba(Fe1-xTMx)2As2, (TM-Ba122)は、Ni-Ba122 では最適ドー

プで超伝導転移温度 Tc ～ 18 K、Cu-Ba122では Tc ～ 2 Kを示す[1, 2]。同

じく電子ドープ型である、Coをドープした Ba(Fe1-xCox)2As2と比較すると、同じ x
に対して TM = Ni、Cuの場合、ドープされる電子量は 2、3倍になると予想され

る。Ba(Fe1-xCox)2As2 については、角度分解光電子分光(ARPES)を用いてフェ

ルミ面の 3次元形状 [3, 4] や超伝導ギャップが詳細に調べられている[5]。一

方、Ni-、Cu-Ba122は ARPESの報告はなく、実際の電子ドープ量及び Ni、Cu

が電子構造に及ぼす影響は明らかになっていない。 

  我々は、電子ドープ型鉄系高温超伝導体 Ba(Fe1-xTMx)2As2 (TM = Ni, Cu)

の ARPES を行い、フェルミ面の 3 次元形状とネスティングの組成依存性につ

いて調べた。Ni-Ba122 では、Z 点周りのホール面と X 点周りの電子面におい

て３次元的な形状をもち、Cu-Ba122 では、X 点周りのみに大きな 3 次元的な

電子面が観測された。ARPESにより観測されたフェルミ面の体積から、ホール

及び電子数を見積り、リジッドバンド的なモデルで理解できるか否かを議論す

る。 
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